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～校外学習の振り返り作文を書きました！～ 
 10 月 4 日に行われた校外学習の事後学習の一つとして作文を書きました。どの生徒からも文面

から、校外学習を通して多くの学びを得られたことが伝わってきました。今回の「EFACE」は各学

級から厳選した校外学習の作文をご紹介します。 

 「校外学習」                                              ○組 ○○○○ 

僕はこの校外学習で三つのことを学びました。一つ目は「協力」です。席替えをして普段話さない人と同じ班

になった最初は正直不安でしたが、時間が経っていくうちに少しずつ話すことができました。二学期に入り、校

外学習の班行動のルートを決める時にはちゃんと自分の意見を班員に伝えることができました。当日に時間が

足りなくなってしまったときに全員で「協力」して困難を乗り越えることができ、今回の校外学習を成功させ、

自分自身の成長にもつなげることができたと思ったので、学年が上がっても、今回のように班員同士で「協力」

をしたいと思いました。二つ目は「マナー」です。二之江中の制服を着ていたのでいつも以上にマナーを気にし

ていました。特に電車内ではなるべく話さないことなどを心がけました。帰りの半蔵門線で外国人の方に話し

かけられたときには焦ってしまったけど、英語の授業で習ったことを頑張って伝えることができたので、改めて

英語の実用性と大切さを学ぶことができました。三つ目は今回のテーマである「防災」です。防災体験で震度７

を体験したときに、こんなに大きい地震が日常で襲ってきたらと考えると恐ろしくなったので、普段から地震に

備えておこうと思いました。この校外学習で学んだことを活かして、来年の林間学校に臨みたいと思いました。 

 

「校外学習を振り返って」                                    ○組 ○○○ 

今回の校外学習で色々なことを学ぶことができました。本所防災館では、煙体験で火事の時に逃げる方法を

学んだり、暴風雨体験では実際に台風が起きたときと同じくらいの雨と風を体験したり、地震体験では地震が

起こったときの揺れを体験したりなど、日常では体験できないような災害についてのことを学び、実感するこ

とができました。ほかにも浅草寺や国立科学博物館など建物の歴史について知ることができました。浅草寺で

撮った「１分動画」は浅草寺のイチョウと、防災を関連付けた動画で、「１分動画」を撮っている間も防災について

学ぶことができました。この校外学習で大事だと思ったことは、実際に現地に行き学んでくることもそうです

が、校外学習に行くために事前にしていた準備です。学校から現地に行き、帰ってくるまでを想像して計画を立

てることで、想像力、計画性、決断力などが育まれて、社会に出たときの実用性があると思ったからです。そし

て、他の人と行動を共にするということは、事前準備の時も一緒に考えてコミュニケーションも育めると思い、

校外学習に欠かせないと思いました。またこのような機会があったときには、事前準備で他の人とよりコミュニ

ケーションを取れるようにしていきたいです。 

 

「校外学習で学んだこと」                                   ○組○○○○ 

本所防災館に行って、まず一番印象に残ったことは地震の体験です。大きな地震が来た時に、どうやって身

を守るかを実際に体験できました。体をダンゴムシの形にしたり、揺れが収まるまでじっとしていることが大事

だと分かりました。地震はこんなに怖いのだということを実感し、実際にきたら焦らず、冷静になることも大事

だと学びました。 

煙の中を低い姿勢で移動する体験もしました。煙がたくさん出ている時は、立って歩くと煙を吸って死に至

ることもあるということを知って驚きました。 

本所防災館で学んだことは、とても役立ちそうで、大人になる前に知っておいて良かったなと思いました。こ

れから約３０年以内に、７０％の確率で大地震は起こるといわれているので、家で地震や家事に備えて、しっか

りと準備をしておくことが大事だと思いました。（中略） 

浅草では、皆で班行動をしたので、時間の大切さや、班でまとまって行動する力を身に付けることができて、

とても良い体験になったなと思いました。 
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「校外学習の感想」                                ○組○○○○ 

 １０月４日金曜日に行った校外学習では、三つの目的を持って行動しました。一つ目は、「自主的な集団行動を

通じ、自立した集団としてのよりよい学級を築く」。二つ目は、「校外における集団生活の在り方、公衆道徳など

について理解し、必要な行動の仕方を身に付ける」。三つ目は、「防災体験を通じ、防災に対する意識の向上を

図る」。 

一つ目の「自主的な集団行動を通じて自立した集団としてのよりよい学級を築く」、では自分や班の人達も時

間や行動など守って行動を出来たので、とてもよかったと思います。そして時間を守って行動したため、本所防

災館にかなり早く着くことが出来ました。 

 二つ目の「校外における集団生活の在り方、公衆道徳などについて理解し、必要な行動の仕方を身に付け

る」、では、自分としては、かなり上手く出来ていたと思います。 

 三つ目の「防災体験を通じ防災に対する意識の向上を図る」、では本所防災館に行き、防災シアターという所

で、東日本大震災、阪神淡路大震災、関東大震災などのアニメ風映像や、燃えることがあるものや燃えないもの

の区別などをしたり、暴風雨、強風体験、浸水したドアを開ける訓練や、地震体験などをしました。 

 今回の校外学習では防災体験や集団行動などを学んだため、自分はとてもよかったと思いました。 

 

「中学生として」                                 ○組○○○○ 

中学生になって初めての校外学習。小学生のころとは違い、クラス全員でどこかを回るのではなく、班ごとに

自分たちが考えたルートを回っていくという、今までしたことのない経験をして学んだことが二つあります。 

一つ目は、「時間をみて、計画的に行動することの大切さ」です。都内めぐりでは、私の班は、駅のホームの場

所や何番線に乗るのか分からなくなってしまい、集合時間に遅れてしまいました。その時、事前にきちんと調べ

ていれば時間通りに時間通りに行けたかもしれないのに・・・と、時間をみて行動することの大切さを学びまし

た。 

二つ目は、「仲間と協力することの大切さ」です。班ごとに回るので、仲間と協力をしないとこのような活動

はできません。仲間がいることで、何か分からないことがあっても、班全員で考え、助け合うことができますし、

楽しむことができます。小学生までは先生方など大人が付いてきてくれていましたが、中学生になり、班で電車

に乗ったり、都内をめぐったりするので、班全員で協力し、助け合うことが必要不可欠です。ですので、仲間と

協力することの大切さを学びました。 

私は今回、班長として班を引っ張っていき、自分の仕事に責任を持ち、行動することができたと思います。校

外学習を通してこれらのことを学び、中学生としてまた一歩、成長することができたと思います。 

作文はいかがでしたでしょうか。今月中には作文を生徒に返却します。ぜひご家庭でお読みに 

なってください。また、総合的な学習の時間では、班ごとにテーマを設定して「防災」に関する学

習をしています。今月末にはプレゼンテーションを学級内、学年全体で行う予定です。パワーポイ

ントを作成し、班ごとに発表をしていきますので、次号ではその様子もお伝えして参ります。 

～今後の予定～ 3回目の定期考査があります。頑張りましょう！ 

 

 7 木 定期考査 1週間前部活動停止           

8 金 開校記念日 

9 土  

10 日  

11 月 学活（校外学習事後学習） 

12 火 学年朝礼 放課後質問教室 

13 水 昼学活 

14 木 第 3回定期考査 1日目（理科 数学 技術・家庭）※給食ありません 

15 金 第 3回定期考査 2日目（社会 美術 国語）避難訓練 ※給食あります 

16 土  

17 日  

18 月 第 3回定期考査 3日目（英語 体育 音楽）笑顔プロジェクト※給食あります 

19 火 学年朝礼 

20 水 授業研究のため部活動なし ⑤カット 

21 木  

22 金 45分授業昼学活 1校時道徳（いじめに関する内容） 放課後後期専門委員会 


